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1 ，はじめ に

レーベ ン ス ガ ル テ ン 山崎 （神奈川県鎌倉市山崎）は、

「環境共生住宅」 と して 1995年 に事業着手 し、賃貸住宅

7棟 44e戸 を建設、2000年か ら入居を開 始 して い る。事

業面積 は 3．26ha、緑地 面積 は地 上 部 に 9，401  、屋 上 部

に 561  で 、こ の 他 に ク ラ イ ン ガ ル テ ン 362  等 が あ る。

　こ こ で は造園設計 に 先立ち、周辺の 動物 生 息状況調査

を 実施 し、鳥類、昆虫類、両 生類、は虫類 につ い て 誘致

目標種を設 定す る と と も に、誘致 の た め の 環境整備を行

っ て い る。ま た、鳥類、は虫類 お よ び
一一

部 の 昆 虫類 に つ

い て 、2001年度 に第 1 回 目の モ ニ タ リ ン グ調 査 を実施 し

て い る。こ れ ら誘致 目標種の 設定方法や 環境整備の 内容、

調 査 の 結果 に つ い て は、既 に 造 園技術報告集 NO．2で 報告

され て いる
1）。

そ して 本 報で は、整備後の 動物 の 出 現 状 況 を把握 する

た め に 2GD3年度か ら 2ヶ 年計画で 実施 して い る 動 物調査

の 初年度の 結果お よび誘致手法の 効果 に つ い て 報告す る。

2 ．誘致 目標種およ び 2001年度調査結果の 概要

誘致 目標種 の 設 定方法お よび 2001年度 の 調 査結果 に つ

い て は、既 に造園技術報告集 NO．21）
で 詳 し く述べ られ て

い る の で、こ こ で は概 要 の み 整 理 し た い e

誘致目標種 は、鳥類 16種、昆虫類 29種、両生 類 2種、

は 虫類 2 種が設 定 さ れ て い る。鳥類 は 現 地 調 査に よ り周

辺 に位 置 す る 既存緑 地 10 ヶ 所で 出現 が確 認 さ れ た 種 に

つ い て 、そ の 出現頻 度 を も と に類型 化 し、短期 目標 種
2 ）

10種、長期 目標種
2） 6 種 を定 め て い る。ま た昆 虫類は、

既存調査などの 文献をもと にチ ョ ウ目 13種、トンボ 目 8

種、バ ッ タ 目 8種、そ の 他ナ ナ ホ シ テ ン トウなど 5種を

選定 して い る。そ して 両 生類 ・は 虫類 に っ い て は、文献

か らそ れぞ れ 2種 を 設 定 して い る。

2001年度 の 現地 調査 の 結果、鳥 類は ll種、昆虫 類 はチ

ョ ウ 目 23種 、トン ボ 目 5種、バ ッ タ 目 9種 の 計 37種 、

は 虫類 は 3種が 確認 さ れ、両生 類 は確 認 さ れ な か っ た。

こ の うち目標種 に つ い て は、鳥類 は 短期目標種 が 10種中

5種、長期目標種が 6種中 1種確認 さ れ、昆虫類はチ ョ

ウ目が 13種中 12種、トンボ 目が 8種中 2種、バ ッ タ 目

が 8種中5種確認 さ れ た。ま た、は虫類 は 2種中 2種が

確認 さ れ た。

3 ．保全 ・創出された環境の概要

造園技術報告集 NO，2i）で 述 べ られ て い る の で 詳細 な 説

明は省 くが、概ね下記 に示 す内容 に つ い て 保全
・
創出 を

図 っ て い る。

（1） 敷 地 南 側 の 斜 面 緑 地

　自生 す る サ サ 類 、ヤ ブガラ シ、ハ ナ ダイ コ ン な どの 草

地 を 保全 し、アキグミ や ウ ツ ギ類、ガマ ズ ミ、ム ラサ キ

シ キブなど林縁構成種をパ ッ チ状 に植栽、の り尻 の 湿潤

地 に は ハ ンゲ シ ョ ウ などの 湿生植物を植栽 した。また、

潜在種の 生育 を促 す た め の 下草刈 りの 実施、昆虫類等の

た め の 斜面下 部 へ の 空石 積 の 設 置な ど を行 っ た。

（2 ）住棟付近

高木 は、小樹林 を 形成す る た め の ク ヌ ギ 、ケ ヤ キ、コ

ナ ラ、シ ラ カシ など、昆虫や鳥類 の 食餌木や蜜源 とな る

ア ンズ、カキ ノ キ、ナ ツ ミカ ン、ネ ム ノ キなどを植栽 し

た。また 中低木 は、食餌木 とな る クチ ナ シ、サ ン シ ョ ウ、

ハ ギ 類、ピサ カ キ な ど、蜜源 とな る ア ベ リア、ツ ツ ジ類、

フ ジ フ サ ウ ツ ギ、ム ラ サ キ ハ シ ドイ な どを 植栽、草本類

は シ バ ザ ク ラ 、ノ シ バ な ど を植栽 し た。

　ま た 敷地 中央東部 に は、池や 流 れ を 配 置 し た ビオ ガー

デ ン と称す緑地 を整備し、トクサ 、ミソ ハ ギな どの 湿 生

植 物や 、エ ゴ ノキ な どの 中高木 を植栽 した。
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4 ．2003年度調 査 の項 目お よ び概要

（1）調査項目

2003年度は、下記の 4 項目に っ い て 調 査を実施 した。

　   鳥 類

　   昆 虫 類

　   両生類

　   　は虫類

（2 ）調査期間および調査月

調 査期間 は 2003年 6月 か ら 2004年 2月 ま で 、調 査 月

は 表
一1 に 示 す通 りで ある 。

（3 ）調 査手 法

鳥類 は、設定 した ルートを踏査 す る ラ イ ンセ ンサ ス 法

に よ り、目視お よび 鳴き 声の 判別 によ る種 の 確認を 行 っ

た 。

昆虫類 は、目視 に よ っ て 発見 した昆虫を 捕虫網 ま たは

素手で 捕獲す る 任意採集法、捕虫網 を用 い て
一一

定の 空 間

を す く い 取 るス ウ ィ
ーピ ング 法、そ して 、一

部 の 種 につ

い て は 鳴 き 声 等 に よ る種 の 同定 を 行っ た。

両 生類 お よび は 虫類 は、主 と して 成体 に つ い て 目視 に

よる 種の 確認を行 っ た。

5．2003年度調 査の 結 果

（1 ） 鳥 類

調 査 の 結果 、表一2に示 す 7 目 20科 28種 が 確 認 され た。

こ の うち 17種は敷地南端 の 斜面緑地 にお い て確認 され

て お り、こ の 斜面緑地 で の 確認種数が最 も 多い 。そ の ほ

か住棟付近や ビオガ
ー

デン な どで は、と りわ け て 確認種

数が多 い 場所 は無か っ た。一一一
方、北側の 駐車場付近 で は

確 認 種数が 少 な か っ た。

（2 ） 昆 虫 類

昆 虫 類 は、調 査 の 結 果 10目 79科 179種 が 確 認 さ れ た。

目別の 確認種を表
一3 に 掲載す る。

　この 表 に 記す よ うに、目別 で は チ ョ ウ 目の 41 種が 最 も

多 く、つ い で コ ウチ ュ ウ目の 30種、カメ ム シ 目の 28種

表
一1 調査実施月

2003年 2004年
4 月 5月 旧月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1 月 2月 3 月

鳥類 ● ● ● ● ●

昆 虫類 ● ● ● ● ●

両生類 ● ● ●

は 虫類 ● ● ●

表
一2　鳥類確認 種

　 目　 名

（科数種数）
種 　 名

コウノド1 （1科 1種） アオサギ

効 （1科 1種） トビ

キプ　（1科 1種） コヅ ユケイ
Aト（1科 2種） キジバ ト、カワラバ斗

アマツバメ （］科 i種） ヒガ マツパ メ

キ甥 キ （］科 1種） コゲ ラ

スズ メ （14科 21種）

ヒバ　
「、　ッハ　メ1　　　　　　、　バクセ　レ　、　　ヨ　　

1、　モス　辱　シ　ョ　ヒ
タキ、　イリヒヨト

【
り，　アカハラ、　ツク

ト
ミ、　ウグイス噛　シゾ ユウカラ、　メゾ

ロ，　ホオゾ ロ、　アオゾ　，　シメ、　λズメ、　ムクド　「，，　オナカ
’
、　ハシボ ソ

が ラス、ハシプ トが ラス

計 7目 20科 28 種

造園 技術報告集 3，2005

とな っ て い て、こ れ らの うち 大多数 の昆虫類 は 草地 に よ

く見 られ る昆虫類で ある。また、ナナ フ シ 目の 2種 や ジ

ャ ノ メ チ ョ ウ科 の 3 種 、ダイ ミ ョ ウセ セ リ （Paimio

tθ　thys）、ヤ マ ク ダ マ キモ ドキ 〔ffo／och ／orn 　／opg ／fissa）、

ア カ ス ジキ ン カ メ ム シ （Poee〃 ocoris ／emfSf ）な ど、林 縁

を比較的好む種が多数確認されて い る 。 こ うし た種 の ほ

とんどは、敷地 の 南端部 に 位置する 斜面緑地で 確認 さ れ

て お り、隣接す る樹林 と それ に 接す る 草地環境 と して の

斜面 緑 地 の 重 要 性 が うか が え る。

（3 ＞両生 類

表
一4 に 示 す 1 目 2科 2 種が確認さ れ た。い ず れ も 成体

で、斜面緑地 に お いて 確認 さ れ た。

（4 ）は 虫類

表
一5に示す 1 目 3科 3種 が確認 さ れ た。3種 と も に 斜

面緑地 にお ける確認で ある。

6 ．考察

（1）地 域 的 に 重要 と考 え られ る種 に つ いて

  鳥類

鳥類で は、ヒ バ リ （A／auda 　arremsfs ）が確認された。ヒ

バ リは、神奈川県 レ ッ ドデ
ー

タ 生物 リス ト
3）

に て 減少種

と して 記 載 され て い る。調 査 で は、隣接地 に新 設 さ れ た

公 園へ の 飛来 が 繁 殖 期 に確 認 さ れ て お り、こ の 公 園 を 含

め 、整 備 に と もな っ て 生 じた 当 団 地 周 辺 の 開放 的 な 空 間

表
一3 昆 虫類確認種

目　名
科 数 種 数

種 　名

1
ノ’」 アシ　ア　　　ン　」　、　モ　　シ　ン川　、　　ニ　ンマ、　ショ　シ　ョ　　ン’、　、　シ　　ラ　ン描　、
4科 10種 オオシオカラトンボ ，　ウスバ キトンホ

ト、　コノシメトンホ
’、　ナヅアカネ、　アキアカネ

コ　 フ ［

1科 1種
ヒメチャハ

P
ネゴ キプ リ

∫マ
11

科 3種
ハラビ ロカマキリ、　チョウセンカマキリ，　オオカマキリ

ハフ　　メコ　ロ　　 　ミツ　　　コ　ロ　　、　クマコ　ロ　　、　シハ　スス　、　マ　　ラスス　、
パ ッタ エンマコオロギ、　ツヅレサセコオロギ，　クサヒバ

ド
リ、　アオマツムシ，　カネタタキ，　ヤマク

8科 21種 ダマキモドキ、　ツユムシ、　ヤプキリ、　ウスイロササキリ、　オンプバ ッタ、　ショウリョウ
ハ
【
ツタ、　クルマパ ．

ソタ、　ツチイナゴ 、　コハ
’
ネヒシバ ッタ、　ヒシバ ッタ，　ノミハ

’
ツタ

　 フソ

1科 2種
トゲナナフシ，ナナフシ

ア　ハ　ハコ　ロモ、　ヘ　ッコ　ハコ　ロモ、　アフ　ラ　　ミ 　ツクツク川　ン1　ミンミン　　ミ、
ニイニイゼ ミ、　ホシアワフキ噂　クロヒラタヨコバイ、　ツマグロオオヨコバ イ、　オオヨコパ

力畆 シ

16科 28種

イ、　アメンボ、　ヒメアメンボ、　アカサシカ
，
メ、　ヒゲナガ カメムシ、　オオモンシロナカ

ト
カメムシ、　オオホシカメムシ、　ホソヘリカメムシ．　ホソハリカメムシ、　ヘリカメムシ、　ホシハラビ
ロへ「功メムシ，　オオッマキヘリカメムシ、　キパ ラへ11カメムシ、　マルカメムシ、　シロヘリッチカ
メムシ、　アカスゾ キンカメムシ，　シラホシカメムシ、　ムラサキシラホシカメムシ、　クサギカメム
シ

ヨ　ヒメハンミョ　、　　ア　ヒラ　コ　ミムシ、　ニ　マ丿　　　コ　ミ　シ 　　マ　テ　　　ノ
コムシ、　コタワカ

卩
タ、　オオセンチコガネ、　センチコが ネ，　オオピ　ロウドコカ

「
ネ、　コイ

コウチュウ

14科 30種

チャコガ ネ，　マメコカ
ト
ネ、　コアオハナムグ　り、　シロテンハナムク

『
リ、　ヤマトタマムシ、　ル

リオオキノコ、　ナナホシテントウ、　ム
ー
アシロホシテントウ、　ナミテントウ、　ヒメカメノコテントウ、

ヤマトアザミテントウ、　オオニプユウヤホシテントウ、　キマワリ、　ヨツスジ トラカミキリ，　ヨ

モキ
ト
ハムシ、　ダ イコンハムシ、　ウリハムシ，　クロウリハムシ、　ルリマルノミハムシ、　ゾンが

サハムシ、　カシルリオトシプ　ミ，　オオミスゾ マルゾウムシ

ユ　レンシ　ハ　　、　，1　 ユ　レンシ　 　バク　ロバハ　　 　　スク　ロ♪V、　　1　ハ　ラケ

ハ
’
チ、　キオビコシプ トヒメパ チ、　アカスゾツチバチ，　キオビッチハ

「
チ、　ヒメハラナ

ハチ ガ ツチパチ、　キンケ八ラナがッチバチ、　ハラナが ツチパ チ，　クロオオアリ、　トビイロ

12科 24種 ケアリ、　オオフタオビ ド0 ハ
F

チ，　キボシアシナが ハチ、　キアシナカ
，
ハチ、　コアシナ

ガハ
’
チ、　コカ

『
タスズ メハ

卩
チ、　キゴ シゾがパチ、　サトヅがハ

卩
チ、　パラハキ

リパ チ、ニ ッホ
『
ンヒゲナがハナハ

’
チ、クマバ チ、セイヨウミッハ

’
チ

スシ　シマ　，　コ丿　ツ1アブ　、　クロバ　不ツ1 アブ　 　ア　　アフ　、　シ　　アフ　，　マ

ハエ カ
．
リケムシヒキ、　うキグロムシヒキ、　マダラアシナガハ

．
エ、　クロヒラタアプ　、　ホリヒラ

8科 19種 篇 ・ 醐 ll  謬 lll葱 ｝，ll腔 フ

霧曹禍謹
ニ　ヘ　ミノ　　、　　1　　　　ト　　　　ミョ　　　

「、　　　モンシ　　　1、　　 ヤハ　不　　1、
キマダラセセリ、　コチャハ

ト
ネセセリ、　ジ ャコウアゲ ハ、　アオスプ アケ

9
ハ、　カラスアケ

卩
ハ、　モンキアゲハ，　キアゲハ，　ナガサキアゲハ．　クロアゲハ、　ナミアゲハ，　キチョ

チョウ ウ，　スシ
ト
グ ロシロチョウ、　モンシロチョウ，　ルリシシ

『
ミ、　ツハ

帚
メシシ

ト
ミ、　ぺ ニシジ

14科 41種 ミ、　ムラサキシゾミ、　ヤマトシジミ、　ウラキ
F
ンシジミ、　ツマグロヒョウモン，　ヒメアカ

タテハ、　ルリタテハ、　コミスゾ、　キタテハ、　ヒカゲチョウ、　ヒメジャノメ、　ヒメウラナミ
シ
「
ヤノメ、　オオスカシバ 、　ホシホウゾヤク、　モンクロシャチホコ，　チャドクガ、　モンシ

ロドクガ、　カノユカ
F
、　フクラスズメ，　クロキシタアツバ　，　オオウンモンクチパ

青　lo　 7　 』・　 9
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を 利用 して い た も の と思 わ れ る。

  昆 虫類

　昆 虫 類 は 7 種 が 確 認 され た 。ヤ マ トタ マ ム シ

（ChrysochrOa　 fu／gidissima）と モ ノサ シ トン ボ （Copera

anpu ／ate｝は、神奈 川県 レ ッ ドデータ 生 物 リス ト
3 ｝に減

少種 と し て 記 載 さ れ て い る 種 で あ り、トゲ ナ ナ フ シ

（Neohirasea ／apon ／ce｝と オ ニ ヤ ン マ （Auatogaster

s ／ebo ／diノ）、オ オセ ン チ コ ガネ （6eotrupes　 fiuretus ）は、

国の 第 2 回自然環境基礎調査
4）に お い て絶滅の 危機が あ

る 種 と し て 調査対象 と され て い る も の 、モ ン キ ア ゲハ

（Pfipi／10　fie／eOUS 　DiecOpico ／efis）は同調査 にお い て 分布

北限 にあ た る も の として 調 査対象 とさ れて い る種で あ る。

　こ れ らの う ち、ヤ マ トタ マ ム シ は、コ ゲ ラ 等の 誘致 を

目途 と して 搬入 さ れ た 伐採木 に新 しい 脱出痕が 多数確認

され た こ とか ら、地域外か ら移入され た可能性がある 。

また、トゲナナ フ シ 、オニ ヤ ン マ 、モ ンキ アゲハ は、斜

面緑地およびそ の 上 部の 樹林付近 の み で 確認 され て お り、

こ の 林縁環境 に依存 して い る と考 え られ る種で あ る。

  両 生 類

　 両 生 類 は ア ズマ ヒキ ガエ ル （Bufo／eponleUS 　fOl’mOSUS ）、

トウキ ョ ウダル マ ガエ ル （reapapoノ’osa ）、と も に 神奈川 県

レ ッ ドデ
ー

タ生 物 リス ト
3） にて 減少種 と され て い る。い

ずれ も料面 緑 地 で の 確 認 で あ り、近 隣に は水 系が 無 い た

め、隣接す る樹林お よ びそ の南 へ と続 く畑 地 や 住宅 地 を

広域的に利 用 して い る も の と思 わ れ る 。

  は 虫類

　は 虫類 は、トカ ゲ （ffumeces ／atiseutatus ）が 神奈川 県

レ ッ ドデ
ー

タ生物 リス ト
3）

に お い て 減少種 と さ れ て い る 。

トカゲ は、斜 面 林が 上 部 に存在 す る 斜面緑地 にお い て の

み、クズ群 落 の 下 部、竹粗 朶、空 石 積 な どで 多数 が確認

され、こ の よ うな 多孔 質 で 日照 条 件の 悪 い環 境 に依存 し

て い る と考 え られ る 。

（2 ） 誘致 目標 種 に つ い て

　表一6 に 示 す よ うに、鳥類は 短期 目標種が 10種中 9種、

畏期目標種が 6種中 3種確認 され て い る 。特 に 短期 目標

種は そ の ほ とん どが確認 され て お り、確認 されて い な い

カ ワ ラ ヒ ワ 〔Cerdueノノ5　sfniee ）に つ い て も、越冬期は 主

に草本類 の 種子などを食べ る ため、今後、斜面緑地の 枯

れ草等 に 採餌 に 訪れる 可能性 は 高い 。そ の ほか の 生物 に

関 して は、既 に 20D1年 度 の 調 査 にお い ℃．トン ボ 目 と両

表
一4　両 生類確認種

表
一5　は虫類確認種

目　 名 科　名 種 　名

モ「 モ1

トカゲ
ヘヒ へ

言　 …　 ヒ
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生 類 を 除 き 高 い 割合 で 確 認 され て い る。ま た、今 回の 調

査 で も トン ボ目以外 はか な り高 い 割合で 確認さ れ、チ ョ

ウ 目、バ ッ タ 目、は 虫類 は 全種が確認 され て い る。こ の

こ とか ら、誘致 目標種の 設定 に 無理 が な か っ た と考 え ら

れ る と 同時に、特 に昆虫類 に つ い て 種 の 選定に 際 し誘致

手 法 と の 関 運性 をよ り深 め る必 要 性 が あ る と思 わ れ る。

し か し 、トン ボ 目 に 関 して は 比 較的 普通 種 を 選 定 し て い

る に も か か わ らず、2001年 と今回 の 調 査 との 差 が あ ま り

無 く且 っ 誘致目標種の 多 くが確認で きて い な い こ とか ら、

そ の 誘致手法で あ る ビオガ
ー

デ ンの 池 の 効果が現れ る た

め に は、よ り多くの 時間を必要とす る等が考え られ る。

（3）誘致手法 の 効果 につ い て

　2 ．誘致目標種お よ び 2001年度調査結果 の 概要で 述べ

た よ うに 、対象地で は 動物 の 誘致 の た め の 取 り組 み が 行

われて い る。こ う した 誘致手法の うち主なもの の 効果 に

つ い て、今回 の 調 査結果か ら考 え られ る 主な 内容 を以 下

に 整理 する。

  ビオ ガーデ ン の 池

ビ オ ガーデン の 池は 、雨水 ・井戸 水 を補給水 と して 利

用 し オ
ー

バ
ー

フ ロ
ー

水 を放流 し て い る。護岸は 緩や か な

湿 地形 状を な し、コ ガマ 、サ ンカ ク イ、セ リ、トクサ 、

ミソ ハ ギな ど を植栽 して い る。

　こ の 池 で は ア オ サ ギ （Arden　ein θrea）が 採餌 して い る の

が 確 認 さ れ た。放 流 され た コ イ科 の 魚類 を餌 と して お り、
一

時的な利用 と考えられ る が、こ の ほ か ス ズ メ （Pesser

montapu5 ）、シ ジ ュ ウ カ ラ （Parus　ma／oガな どが 水 浴びに

訪 れ る な ど、鳥類 の 誘致 に 役 立 っ て い る と 考 え られ る 。

　ま た、トンボ 目は オ ニ ヤ ン マ を 除 く全 て の 種 が こ の 池

に 飛来 して お り、ア メ ン ボ類、ア シ ナ ガ バ チ 類、チ ョ ウ

目の
・
部な ど、水辺を 好む 昆虫類 の 誘致 に役 立 っ て い る 。

しか し、こ の 池で は竣工 当 初か らア オ ミ ドロ 類 の 発 生 量

が多 く、浮葉植物 の 生育が旺 盛で あ り、開 放水 面が 少 な

い 。こ れ に は、地 下 水 を 利 用 し て い る こ と や 護 岸 形 成 に

使 用 し た 客土 等 に よ る 影響 が ある と 思 わ れ、先述 し た ト

ン ボ類の 誘致 目標種 の 確認が少な い こ と か ら も、水生植

物や水質 の 管理 手 法 を検討 す る必 要 が あ る と思 わ れ る。

ま た、斜面緑地 で 確認 され た 両 生 類 は こ の 池周 辺 で確 認

で き ず、団 地内 の 車道や 住棟、歩行 者路 な どが 障害 とな

っ て い る 可能性 が あ る。

  斜面緑地

斜面緑地 は、カ ラム シ、ク ズ等が優占す る 日当た りの

表
一6　目標 種数 お よ び 2001年度、2003年度調査

　　　にお け る 確 認 種数

目標種 数 20 　 ・弔 貶

ヨ1
確 認種数 （カッコ

内は 目標種数）

　 　 　 ；　　
・コ

確認種数 〔加 コ

内は 目標種数）短期 長期

鳥 頌 10611 　 鉗 　51 ．
　 　 　 期 1）

旦　 　 、
　 　期 31

ヨ
唱

3

昆 虫類
ン

唱
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良 い 部分 と、パ ッ チ状 に アキグ ミ や ウツ ギ類、ガマ ズ ミ

等が 植栽 され 上 部は隣接樹林 の 樹冠が覆 う日陰の 部分と

に大きく分け られる。

　こ こ で は、鳥類 28種中 1了種、昆虫類 179 種中 164種、

両 生類 2種中 2 種、は 虫類 3種 中 3 種が確認さ れ て い る

こ とか ら、こ の 斜 面緑地 を整 備
・
保全 し た こ とに よ る 効

果 は 大 き い 。特 に、鳥類 で は コ ジ ュ ケ イ ｛Bambas／co ／a

thorEcica）、ア オジ （ffmbeiiia　spodocepha7a ｝、昆虫類で

は オ ニ ヤ ン マ 、ヤ マ ク ダ マ キ モ ドキ 〔ffe／ocfi／ora
／opgl

’
ffssa）、ヤブキ リ（Te　ttigOfiia　orienta ／is）、トゲ

ナ ナ フ シ 、ダイ ミ ョ ウ セ セ リ 〔Pa　imio　te　thys）、ジ ャ コ ウ

ア ゲハ （Bvesa　n／cifious）、ヒカ ゲ チ ョ ウ 〔tethe　sfc θノ耐

等をはじめ、カメ ム シ 目やハ エ 目の 多 くなど、林縁やそ

の 内外 の草地 を好 む 種は こ の 斜 面緑地 の み で の 確 認 とな

っ て い る。ま た、両生 類
・は虫類 の 5種 も、こ こ 以外で

は 確認 さ れ て お らず、こ の 斜面緑地 の 誘致効果は 大き い

こ とが 分か る。

  そ の 他 の 誘致手法の 効果

・空石 積

　空石 積 は径 30〜60cm内外 の 遊 佐 石 を 2〜3 段に 用 い、

上 部 を斜 面緑地 と隣接樹林で 覆わ れ た の り面の 下部 に設

置 して い る 。比較的 日照が悪 く、土壌は湿潤で ある。

　こ こ で は トカ ゲの 個 体 数 が か な り多 い 。斜 面緑 地 全 域

で は カ ナ ヘ ビ （lafrFdromus　tachydromoides）の 燗 体 数 が

多 い が、こ の 周 辺 で は ほ とん ど見 られ ず、両者の 住 み 分

け に 空 石積 の 環境 が 有効 に働 い て い る こ とが 分か る。
・
竹粗朶

主 と し て 斜面緑地 に お い て 、植栽の 土 留め 等 に 竹粗朶

を 用 い て い る。こ の 竹粗朶は
一一一

部 に 竹が外れた箇所があ

る が、アズ マ ヒ キ ガエ ル は こ う した 部分 の 背 後 の やや 乾

燥 し た土 を 浅 く掘 り潜ん で お り、こ れ に よ っ て ア ズマ ヒ

キ ガエ ル の 生息 に適 す る 環境が 創出 され て い る と考 え ら

れ る。ま た、竹 粗 朶 上 で はカ ナ ヘ ビ が 多 く確 認 さ れ、こ

れ らの種が 好 む植物 質 の 多 孔 質 空 間 の 量 的 な確 保 に 寄 与

して い る と考 え られ る。
・伐 採 木

他 団 地 の 伐 採 木 の 有効活 用 と して 、高さ 約 4mの 落葉樹

の 幹 を斜 面緑地 に 立 て て い る
5 ）。コ ゲ ラ 等の 誘致 を 目途

と した もの で あ る。こ の 幹 は 腐 朽 が 進 み 、サ ル ノ コ シ カ

ケ 科 や カ ワ ラ タ ケ 類 な どの 子 実体が 着 生 して い た。こ れ

ら子実体 に は、キマ ワ リ （P／esiopfitha ／mUS 　fiigrocyafievs

ffigroeyameus ）、 ル リ オ オ キ ノ コ Cdn／acoeh 〃 us

sthiricusi 、ヤ マ ト デ オ キ ノ コ ム シ （Scapfiidium

／ePOffuni な どの 昆 虫 類 が 多数 誘 引 され て い た。また、幹

か らは ヤ マ トタ マ ム シ が 羽化 す る な ど、昆虫類の 多様化

に
一

役 買 っ て い た が、こ れ らは 地 域外か らの 移 入 種で あ

る 可能 性 が あ る。
・
蜜源

・
食餌木等 に つ い て

前述した蜜源ある い は 食餌木等 と し て植栽 され た植物

に は、鳥類 の来訪 は 確 認 され て い な い。昆虫類 は ア ベ リ

造 園技術報告集 3 ，2005

ア や フ サ フ ジ ウツ ギな ど の 花 にハ ナア ブ科や ミ ツ バ チ 科

をはじめ、ホ シ ホウジャ ク（Macrog／ossumpvrthosticta ）

やツ マ グロ ヒ ョ ウモ ン （Ai’9Freas 　fiyperbius）、コ ア オハ

ナム グ リ （Olycetomia　J
’
ucumdfi）な ど多数が訪れ て い た。

ま た 、ハ ギ類 に は ル リ シ ジ ミ （Ce／astrina 　 argio ／us

／adom・ides）や ツ バ メ シ ジ ミ （Evei’es 　argiades 　he／／ot／a＞

が 産卵 し、コ ガ マ に はス ズ メバ チ 科 の 3種が 巣 材 を 求め

に頻繁 に訪れ る な ど、植栽が 多 く の 昆虫類 の 誘致 に 役立

っ て い る と考 え られる。

7 ．今後 の 課 題

本報 は、2ヶ 年 の 予定で 実施 して い る調査 の 途 中 結 果 で

あ り、2eo4年度 調 査が終了した後 の 見解は新た に報告す

る こ と と し た い。ま た 今 後 の 課 題 と して、環 境 に対す る

住民理解の 形成 を は じめ 、主 と して 以下 に示 す 3点が考

え ら れ る。

  住民 理 解 の 形 成に つ い て

調 査結果 の 掲 示 や そ れ に も と つ く住 民 説明の 実施 な ど、

住環 境 の 近 自然化 に 関 す る認 識やそ の 管理 手法 へ の 理解

を 深め る方 策 の 継続 的 な 実 施 が 望 まれ る。

  植物 との 関わ りに つ いて

対象地 の 植物 の 生育状況や変遷を把握する こ と に よ り、

動 物 相 との 閧連 性 を 明 らか に して い く こ とが 望 ま れ る 。

  地 域 外 か らの 移 入 種 につ い て

造 園植物や資材 の 搬 入 に と もな う地 域 外 か ら の 動 物移

入 につ い て 、移動範囲 を制限す るな ど の 実施手法 の 検 討

が 望 まれ る。
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